
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

離島 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日

令和6年11月14日

令和7年11月10日（変更申請）

西ノ島町（全部過疎、離島）

西ノ島町

55.97(令和６年全国都道府県市区町村別面積調)

2,485(平成６年３月31日現在)

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

西ノ島町循環型社会形成推進地域計画(第４期)

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）名
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

　島根県では広域化・集約化を計画的に進め、循環型社会の実現を図るため、市町村の意見等を踏まえな
がら、「島根県ごみ処理広域化・集約化計画」（令和４年３月策定）を策定しており、その中で本町は隠
岐ブロックに位置付けられている。
　本町は離島であり、隣接する隠岐の島町、海士町及び知夫村のいずれとも海によって分断されていると
いった地理的要因のため、収集運搬体制及び衛生上の観点から、現状以上の広域的な検討は行っていな
い。

島根県ごみ処理広域化・集約化計画（令和４年３月策定）

西ノ島町（全部過疎地域であるため）実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

災害廃棄物の仮置場は、本町内の各地区で候補地をリスト化しており、状況に
応じて開設する。

西ノ島町(西ノ島町災害廃棄物処理計画[令和４年３月])

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和５年度 令和12年度 現状比

2,485 2,460 -1.0%

343 337 -1.7%

1,065 999 -6.2%

1,009 951 -5.7%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 1,408 1,336 -5.1%

1,548 1,488 -3.9%

　再生利用量 147 145 -1.4%

10% 11%

　最終処分量 260 251 -3.5%

18% 19%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

一般廃棄物(ごみ)処理基本計画(西ノ島町、平成29年12月)における令和5年度のごみ総排出量推計値は1,453t/
年であるが、令和5年度実績は1,408t/年と推計値を下回っている。
また、上記計画の令和8年度(目標年度)におけるごみ総排出量推計値は1,419t/年であり、令和5年度実績値は目
標値よりも減量化が進んでいるため、直近の令和元年度～令和5年度実績に基づき、新たにごみ排出量等の推計
を行った。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和５年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

1,408 t
リサイクル率

10.4%

処理残さ量

122 t
排出量 計画処理 8.7%

1,408 t
100.0% 減量化量

1,001 t
自家処理量 71.1% 最終処分量

260 t
18.5%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

1,336 t
リサイクル率

10.9%

処理残さ量

117 t
排出量 計画処理 8.8%

1,336 t
100.0% 減量化量

940 t
自家処理量 70.4% 最終処分量

0 t 251 t
18.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

134 t

9.8%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

0 t
0.0%

79.8%

10.4%

8.7%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量

0 t

0 t

直接資源化量

1,336 t
117 t

0.0%

8.8%

10.9%

79.1%
1,057 t

145 t

138 t

10.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

0 t145 t

147 t

0 t 147 t

1,408 t
1,123 t 122 t
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和５年度 令和12年度 現状比

343 337 -1.7%

1,065 999 -6.2%

0 0 0

1,408 1,336 -5.1%

147 145 -1.4%

10% 11%

260 251 -3.5%

18% 19%

目標
西ノ島町

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

事業系ごみは施設への直接搬入を基本としており，今後とも生活系ごみの分別区分に準じ，処理処分を行
う。
排出量の多い事業所を中心に，ダンボール等の紙類の資源化や適正な分別方法に関する指導を強化してい
く。

上記(1)の処理体制で今後も処理を行うため、表３のとおり必要な基幹的設備改良事業、表４のとおり計
画支援事業を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５に示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

可燃ごみは、本町ごみ焼却場「清美苑」にて焼却処理を行い、残渣を本町の最終処分場で埋立処分を行っ
ている。
資源ごみは、缶類、びん類、ペットボトルについては、業者引き渡しにより資源化を行っている。また、
既設焼却施設の跡地を利用してストックヤードを整備し、紙類（新聞紙、雑誌・古本、段ボール等）及び
その他の金属類（缶類以外の金属類）を資源ごみとして収集・保管し、資源化を行いリサイクル率の向上
に努めている。
不燃ごみは、本町の最終処分場で埋立処分を行っている。
し尿処理汚泥は、平成23年度より「清美苑」にて助燃剤として混焼している。
また、ごみ焼却施設の老朽化及び最終処分場の残余容量の逼迫の対応として、最終処分場については平成
28年3月に竣工、焼却施設についても平成30年3月末に竣工している。
今後とも、処理施設周辺の環境保全の維持に努めつつ、搬入されたごみについて適正処理を行っていく。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表３－Ｂ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
西ノ島町ごみ焼却場

「清美苑」

事業主体 西ノ島町

工種 改良（改造）工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

老朽化した設備に対し、基幹
的設備改良を実施すること
で、長期的な処理を継続する
ため

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収なし）

型式及び処理方式 機械化バッチ式

処理能力（単位） 5.3(t/日)

事業期間 R9～R10

竣工（事業完了）予定年月 R11.3

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

西ノ島町大字美田
850番地３(現在地)

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0m

浸水対策 －

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

西ノ島町国土強靱化
地域計画(別冊)

プラ要件化の経過措置 －

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
－

余熱利用の計画 －

外部供給における利活
用の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

3.0%

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

備考
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計画１人１日平均排出
量（g）

482g

計画収集人口（人） 2,460人

計画直接搬入量
（t/日）

1.71t

計画年間日平均処理量
（t/日）

3t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

4t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
4t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

備考

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載
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表３－Ｅ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 2

施設名称
西ノ島町一般廃棄物
最終処分場(新・最終

処分場)

事業主体 西ノ島町

工種 再生事業

事業目的
（新設等の理由）

浸出水処理施設の基
幹的設備改良工事を
行い、長期的な処理
を継続するため

埋立て場所 山面

型式及び処理方式 準好気性埋立構造

処分場総面積 15000㎡

処分場埋立面積 3100㎡

処分場埋立容積 11200㎥

事業期間 R8～R10

竣工（事業完了）予定年月 R11.3

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

西ノ島町大字美田832
他(現在地)

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0m

浸水対策 －

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

プラ要件化の経過措置

埋立期間

埋立開始（予定）年月

埋立終了（予定）年月

跡地利用計画

備考
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1

事業名
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 西ノ島町

事業目的
ごみ焼却施設の改良

工事のため

事業概要
基幹的設備改良工事
の基本計画作成、発

注仕様書作成

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 －

プラ施設整備事業 －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 最終処分場 ストックヤード
汚泥再生処理セン

ター

施設名
西ノ島町ごみ焼却
場「清美苑」

西ノ島町一般廃棄
物最終処分場

西ノ島町ストック
ヤード

西ノ島町汚泥再生処理
センター「びわ苑」

施設所有主体 西ノ島町 西ノ島町 西ノ島町 西ノ島町

型式及び処理方式 機械化バッチ式 サンドイッチ方式 －
浄化槽対応型膜分離高

負荷脱窒素方式

処理能力（単位） 5.3t/8h 11,200m3

(埋立容量)
300m

2 9kL/日

エネルギー回収の有無 無 無 無 無

竣工年月 平成30年3月 平成28年3月 令和2年3月 平成23年2月

廃止又は休止（予定）年月

施設所在地
西ノ島町大字美田

850番地3
西ノ島町大字美田

851番地
西ノ島町大字美田

850番地3
西ノ島町大字別府

365-2

想定される浸水深 0m 0m 0m 0m

浸水対策 － － － －

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

小中学校や地域社会の場における副読本等を活用した環境教育、学校給食における牛乳パックの回収・リ
サイクルの取り組み、ごみ処理施設の見学会等のあらゆる機会を活用し、住民・事業者に対して，ごみの
適切な分別区分・排出の方法、ごみの排出抑制・分別収集・再生利用の意義及び効果に関する教育啓発活
動に積極的に取り組む。ごみ排出量の増大、最終処分場残余容量の逼迫、ごみ処理経費の増加等に関する
ごみ処理の状況について広報紙・ホームページ等を通じて住民及び事業者に対して情報提供を行い、ごみ
処理・資源化の必要性等に関する意識を高めていく。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

本町では従来よりプラスチック製容器包装(ペットボトル)の分別収集を行い、資源化している。また、分
別収集計画の見直しは、３年ごとに行うこととしている。
ペットボトル以外のプラスチック資源は、本町が離島であるため当面の間は燃えるごみとして焼却処分を
継続するが、今後コストや環境影響等の情報収集を行い、財政状況等を踏まえながら分別収集・再商品化
の実施方法や実施時期について検討を行う。

本町の一般廃棄物処理施設へ直接搬入する場合については、搬入量に応じた手数料の徴収を行っている。
一方、家庭からの収集ごみについては、平成30年度から燃えるごみ及び燃えないごみ（埋立ごみ）に有料
指定ごみ袋制を導入している。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

近年のリチウムイオン電池内蔵電子機器の増加に伴い、全国的には自治体の収集車両や不燃物処理施設等
で火災事故も相次いでいるが、本町では今のところ発生していない。
本町においては、使用済み乾電池は「有害ごみ」として分別収集しており、リチウムイオン電池等につい
ては発火する恐れがあることから、「ごみ分別ガイドブック」により絶縁することを周知している。
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　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

事業系ごみは施設への直接搬入を基本としており，今後とも生活系ごみの分別区分に準じ，処理処分を行
う。
排出量の多い事業所を中心に，ダンボール等の紙類の資源化や適正な分別方法に関する指導を強化してい
く。

本町では、地震及び風水害を対象として、令和４年３月に「西ノ島町災害廃棄物処理計画」を策定してい
る。
災害廃棄物(片付けごみ、災害がれき等)は、分別排出の上、主に仮置場での選別を経て、資源化可能なも
のについては品目ごとに再生利用し、破砕や焼却処理を行い、最終処分する。避難所ごみ・生活ごみ及び
し尿は、原則、処理施設へ運搬し、処理することとしている。
なお、災害廃棄物等の発生量は、比較的少ないと考えられるため、島根県災害廃棄物処理計画で定めてい
る処理期間である３年間程度にかかわらず、適正かつ早期に処理を完了することを目途としている。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

本町は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、島根県及び国と
意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評価、
目標達成状況の評価を行う。
また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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添付資料１ 対象地域図 
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添付資料３ 地域内の施設の現状（位置図） 
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添付資料４ 現有の廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 

 

○津波浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西ノ島町一般廃棄物最終処分場 

西ノ島町ごみ焼却場「清美苑」 

西ノ島町ストックヤード 
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○土砂災害警戒区域・特別警戒区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西ノ島町一般廃棄物最終処分場 

西ノ島町ごみ焼却場「清美苑」 

西ノ島町ストックヤード 
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○大規模盛土造成マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西ノ島町一般廃棄物最終処分場 

西ノ島町ごみ焼却場「清美苑」 

西ノ島町ストックヤード 
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添付資料５　西ノ島町国土強靭化地域計画
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